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※審査コメントは、審査時点（2020年11月）に作成されたものです。
※事業情報は、審査コメントを受けた事業の見直しを反映した契約時点のものです。

191,116,000

・申請にあたり、コンソーシアム内で十分にコミュニケーションを取られてきたことが理
解でき、実現可能性を感じられました。
・今後も避けられない災害に備える点で重要なテーマであるとともに、モデル事業として
今後の横展開が期待できます。
・本事業の成果創出にあたっては、コンソーシアムが維持され機能することが重要と考え
ますので、コンソーシアム内部でのコミュニケーションを引続き十分に取っていただき、
その効果を最大限生かされるような事業実施に期待いたします。
・各地区の災害の現状の理解を精緻に行うことが重要であると考えますので、そこでの丁
寧なご対応もよろしくお願いします。

新型コロナ禍における緊急被災者支援事業
九州全県の被災者の緊急・復旧・復興支援

公益財団法人 佐賀未来創造基金<コンソーシアム申請>

3) 地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面している地域の支援に
係る活動;⑥地域の働く場づくりの支援⑦安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支
援

九州における近年の自然災害が増加しており、元来は全国のボランティアにより復旧復興がなさ
れていたが、コロナ禍において被災した県市町村外のボランティア受付拒否となり復旧復興が遅
延。当該課題解決のため、経済界や災害以外のボランティア団体等と連携し、不足する「人物
金」を供給し復旧復興を進める支援をし、同時にコロナ禍やその他感染症を考慮した九州独自の
ガイドラインを整備し、行政・社協・経済界と合意協定を締結し、次年度以降の災害対応に備え
る。活動を通じて、遅延していた被災地の復旧復興活動が実施され、またガイドライン整備合意
協定により、将来の復旧復興遅延リスクを軽減している状態を目指す。

2021年2月～2022年3月

九州全域
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